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対象は.新潟大学附属病院精神科およこド新潟県立コ｢】

ニー白岩L7)_E_ll-.護教壇所に通院してい:,i:'精神遅滞7例,自閉

症7f札 注意欠陥障害 (ADD)錐LJ硯t･16f町L'T･ある.莱

剤の1HLり投Ej-･愚は.Hl)Dが()･---5mg,CBZが75

が26▲1mt三である∴台糖勤黒(.T)棚圭基準は,薬剤の投与

による症扶改善度によ-,て,菅効･有効･微効･無効の

･1即肝二分(:ナた.判定iこ際i_.ては,主治ETIL7)観察結果に

基一･I,'し､たが∴t三Ij定の補助上Lて投与前操に小児行動賀聞

寮を.F削､た.

cl3Zの血中濃度は.組合反応を利用した甑光偏光面

加豆i:服i悠減:_.い)粧昌 .･}-.‖t111ハLlI再潤1虹∴常世

(~t･LLて:lltI-Ⅰつく-~昌 ､ミ∵)へ1川lL吋1(=:lL八】ltitl川卜･吊り
いて関観だ)の方法に準じておこなった｡

今回我日立 小I,ELh､)発注障雷∴(､tミ/亡,川-I)萎J.lij

いた結果では,症例摘例中,有効率は8息%Jで,症状層腔

は苫特をこ不眠をこヱ柳,gJ6の改善率をみた.蜜たま殿も改善

されにくか-3た郡は常夏司曲儀式行為で声特に自閉症では
丁例辛何十点差:;:∴∴畑l:,.},7ll予.

て仁'L∴行･'lJjl,'ii工､し､1中畑軽薄りす帖j吊言,('t.',/十工_'(晶11LT.

I-il)i)が1∴i:~itllLT∵∴樟I,.(lV.[=-1上巳弓､.投Jj･量､i二

血中濃度との間に欄農依存性はみられなく,血中濃度と

効果とQ潤に-私機関は裁許藩なかったがァこれはCBZ

が重曹Dの血中濃度を低下させること軍そもそもCBZや

川-I)､リ守とL']l･Etト拙fr濃度-I:_日精十川射大行性村iU､.
J町ヰiL発･昭一｣誹;iJ､圭:-∴,1-､十･,mp∵･∴∴い:-!J"十､､十一卜_:}h

考え臣ニ-)れた甲

また予著効例に脳波巣鷹が多く,無効例に正常脳波所

魔が多くみられノたという結果に-〕いてはきCBZがてん

かん性精神病をこ有効であるという寮と関連があると思わ
れ~′:さ.

刷'/‖削il..根性･卜く圭予行.席 上ト1伸トー'pf).}七･上 皇

副作用が少ないということが言えた｡
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そううつ病柏を頻回に繰り返す症例はRap豆dcyc且er

と呼ばれノラその特有な病態から窪田きれている加今桓磯々

を経験したので若~yo)考察を加えて報告する8症例且は

2-日イリr竹二∵1人ド描｣̀l十､日-.わた再上_'.剛い邸針こ.･

そううっの病桶を練返し某精神病院で入院治療を受けて

いたが症状は改善Lなかった.卑齢まそう状態で受診し,

入院艶 約2週間周期の相P豆dcyc血鷹が確認された.

病確の移翻£急激をこおこり寛解期を認めなか-｡た.そう

状態の際には爽快気動 多乳 多数 不眠,観念奔逸を

認めた.抑うつ状態の際闘志抑預-j麗浄,意欲低下を認

軌 動作緩慢となり,終巨∃臥床するようをこなり声昏迷に

至ること獲)あった書抗う㌦渚Jぎ車ダけウムを使用したが効

が軽減し 6榊若槻 に噌農襖約2週間でremiss豆omとな】,-ラ

た.その後CBZ単独で経絡しているが再発をみていな

い･症例告よT再LL十冊牛 ∴雄藩~･trP･.;Jj',:.二二こt､＼叩'､!.,血tl

投首艶 症状が軽減したが,S融もchを起こし 昏迷状

態に移行した.その後そううrjn周期を繰返Lていたが,
('付てこ.'川lIllk,ハ投E昌ii,L'/i瑚日工:LT･tltlli粥i川1卜.,jL-､仁

外来通院後転安定していたが,服薬中断後再びman呈C

十十予..LljZパt廿i'L]1-;'い欄｣li】巨吊住(告卿甘二:

Tem豆ssionとなった.症例3は30才郎女性,母方の叔ノ父

が舶press豆omでÅ院治療を受けている,第息子出産後

そう状態鉛線返L的墨現や某病院の精神科受診し治療を

受けたが症状は不変であった.再び妊娠Lたが不安のた

め中絶Lたところチモの後上記症状は完全に消失Lた.

ば丑年続いていた,当組受診観 C欝Zの投与により,

そう病欄は消衆し,depFeSSiveな時期も不規則になさ3
軽症化した.

奪回の症例では3劇中2例が身性であり芳1例に遺伝

魚因を認めた.そう症状として爽快気分ヲ多動 多数,

不眠を共通に認めた.うり症状とL/Cは抑うつ気分の他

に抑制が共通して見好)れ青棒に2例では昏睡状態紅まで

いようをこ思われた★またFa函dcyc板場は酬尭腺機能

低下産の既往を有する者に多いとの報告があるが亨3例

と私家櫓甲状腺機能は正常であった申CBZの投与農と
I:言二.さ州.fi川)mL,与l圧F町(.j/i_･＼最･.'号棋上こ_jt∴_巨∴､

る甘血中濃度は3.を卜6勃昭/朗の範紺であった外症例

2では服薬中はrem主ssionであったが服薬中断後まも

なく再発しており予症例且ではCBZgう経絡療法で再発

をみていない.これらはCBZの予防効果を示すものと

考えられる甘藷た症例1のようにLi無効鰍こCBZが

有効な例があることは注目に健する.
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いてCBZの有効性は高いと考えられる仝
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新潟大学医学部附属病院精神科外来を受診LfL感情障

害患者をこついて調査L,単極性うつ病U)診断で抗うつ剤

投腎凍をこ裸転した症例に--)も､て検討した.

昭華tj6且隼9月から昭和63年6月までに新潟大学医学部

附属病院精神科を初診Lた感情障害感着は嶺30名であっ

たヵそ珊勾訳は,双極性う-3病o)男性28名,食性2こ堵苛

計5且風 単極性うつ病の男性164名,女性2且5名予計379

名であ--)た.単極性うつ病の方が平均年令が高く芳女性

が多かつた.

単極性うつ病をこ関するその後の経過の調査で,臨床経

過帝転帰がうわかった転のは242名で,そのうち且O名 摘.漫

%)が抗う-二滴紹投与中に蜂状態もしくは軽麟状態を昼L

た.男性が項.塞,女性が6名で,男女間で裸転率鍔)差は

みられなか-)た.捜.1%という値は欧米での報告より低

かつたが,研こ究対顔と方法の噸達が麟転率が)違いに関係

Lていると思われた.

練転Lたま0名が)うち4名に感情障害o二)家族歴がみられ

た｡病前性格では--憲の機軸孟みられなかつたも過去の

宿将数についてはサ初発例は1名で,9名が柳 澤あっ

･lj∴ ∴帖L!'.WinL-kLlr∴し-欄結-土一致巨r/ト;∴使用

アミトリプチリン嶺風 う怒)も名はドスレピソ併用ブイ

ミプラミソ2名であった.投薬開始から錬転濠で銅期間7

つまを'j発現潜時は2週間か6二}6カ月で,平均2,7カ月で

め-}た_これは欧米での報告より段かった.糎転時殿年

令十料丸潜時'/i)聞持斗 11J':_)∴~.釣.SLthP〉ptl11∴Ll雄三告

と巣なり予掩関を認めなか-3た恥健済薬剤については,

了をキサピソ健済例で概則に比べて発現潜時が短い傾向

がみられた.

今後.媒転∴抗∴さ-~潤｣∴･'･LI:']-rLl､ハい')13両t)1;ir

臥 牛的丁的･-(-),.--等._L_L･'湖j速く丁･,も､~パi＼研pTJtlj法

に検討を加えた上で,症例を積品蚤ね,明確にしていく

必要があると考えた.
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申If:L照JU亘げ主十l逗…‖削出てし､:7㌦ ∴(トー増も帖=昭和

:-'叫LL侶 ∴ゝ症ナ;ニ好月刊昭和:I'両L-(IL._--''と.十十.今

回我櫓は中年期の自粛が殿も少なかった昭和複3年が)初診

者外来統計を調査し これと昭和58年の結果を比較瑠恥る

ことによ畑 中年男性673自殺率の患昇と臨床統計がどの

ように閑適しこいるかを検討Lた.

2,対象と方法

1,､j象誹捌け11守雄.昭和.581'巨~号IJ1=ノ吊,12畑31日TTi,-

でをこ,新潟光学精神科外来を初診した患者U)うちヲ脳器

質性疾患芦てんかんを除いた且繍損と一g)精神障害者を対

象とし/た.精神障害者総数は昭和43年では男性且5緒 ,

女性136名の許諾鮒名声昭和58年では男性i柳名,女性

20絹 の言摘88名であった朴かレテU)記磯をこ基づき∴主

に伝統的診断郵二鳥-,て診断した≠対象者を各精神障害

ごとに,且5-39才U)若年層,朝一59才の中年期争闘才以

上が)老年期をこ離れ 各年齢層における各精神障害者数が)

精神障害者級数に対する比率を求め予それ㌃)を男艶 女
i牛 ■;Hr訂二号.比頼上 :I･∴,比率叫附き･;I-,L､~･:-昭和

･1こ廿 日昭和.A-1両~とを比帖i.,'∴

また神経症に-恥て,各棟型ごとに集計を行い,年齢

静観 各年齢層における各類型の占める割合に㌦純､て櫓3

年と昭和58年牲比較を行った.推計学的検討をこぼ 濫望
lt?stを用い∴I.

3,結果と考察

昭和趨3年と昭和58年を比べると,若年層の神経症鞠型

がよを3多様化していた管用こ対し 中年期U澗経症顕熱に

はこの様な多様性がみられなかった,このことは-一方で

は率年期殿神経症類型が時代的影響を動サをこ(いことを

示唆巨L-:い十'_Jrj::_.日工一.佃吊-;-冊軒~∴臣･､ては∴巨

そ1､八時代射巨〕中一パ1年軒丁場赦しl潤吉lLf,様化して右

り,これが若年層g潤型の多様化をこ結び付いていると考
:.tL･.た.

また昭和複3年と昭郡58年でき中年期の単極性うつ病の

増加Lていなか-.,た中我櫓の国勢調盈 Am動態統計をこ

基硯 ､て調べた新潟県の中年期の男性の自殺死亡率の時

代的推移tl膏巨:漣..昭和110年∴-T上上)､=10Jji∴村上L-IL'丁･1
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